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あらまし：日本においては、認知症患者の急増が見込まれていることから，その予防対策の確立が急務で

ある．本稿では，ロボットなどの複数の ICT 機器と楽器を用いた高齢者向けの教育プログラムを開発し，

実際の高齢者に対して実証実験を行った．その成果から，高齢者とロボットとの関わりは楽しさを増すこ

とが明らかになり，今後の高齢者向けの認知症予防教育の在り方の方向性を示すことができた．  
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1. はじめに 

日本においては、高齢化に伴い認知症患者の急増

が見込まれている．とくに高齢者においては，認知

症は非常に身近な問題であり，認知症患者を介護し

た経験がある人も少なくないことから，高齢者自身

が認知症を理解し，健康でいるための意識的な予防

活動をすることが重要である． 

本稿では，ロボットなどの複数の ICT 機器と楽器

を用いた高齢者向けの教育プログラムを開発し，実

際の高齢者に対して実証実験を行った．その成果か

ら，ICT を活用した高齢者向けの認知症予防教育の

在り方を示すことができたので報告する．  

 

2. 目的 

ロボットと楽器を使った共同作業を含むプログラ

ムを開発し， A 大学で開催される「脳いきいき教室」

（以下，教室）に参加する高齢者を対象に，実証実

験を行う．その結果から高齢者の教室に対する参加

意欲と満足感，自己肯定感を把握し，ロボットを活

用したプログラムの評価を行うことを目的とする． 

 

3. 教育プログラムの開発 

3.1 使用した機器類 

コミュニケーションロボットは，Pepper（ソフト

バンクロボティクス株式会社／Aldebaran）を採用し

た．補助的なロボットとしてアレクサ（Amazon）と

ロボホン（SHARP 社）を使用した． 

楽器は，高齢者が簡単かつ複数人で役割を分担し

て演奏が出来る楽器として，スウェーデン発祥の「ブ

ンネ楽器」と呼ばれる楽器の 1 つである「スウィン

グバーギター」を採用した．  

3.2 基本モデルと教育プログラム 

動機づけモデルの一つである ARCS モデル（Keller，

2008）を基本に教育プログラムをデザインした．

ARCS モデルでは，学習意欲を Attention（A：注意），

Relevance（R：関連性），Confidence（C：自信），

Satisfaction（S：満足感）の 4 因子に分類している． 

開発した教育プログラムの内容を以下に示す． 

表 1 ARCS モデルに基づく教育プログラム 

時
間 

ARCS 内容 

5
分 

A 

注意 

①ブンネ楽器の紹介・説明 

(ア)ブンネ楽器の紹介 

(イ)演奏方法の説明 

5
分 

R 

関連

性 

②演奏する曲の紹介 

1.Pepper がアレクサに『虫の声』を流すよ

う指示する 

2.スマートスピーカーに『虫の声』で流す 

3.Pepper がロボホンに『つき』を歌うよう

指示する 

4.ロボホンが『つき』を歌う 

15
分 

C 

自信 

S 

満足

感 

③合奏（曲名：虫の声） 

・3 人 1 組になる 

・1 人はレバー，もう 1 人はピック，もう

1 人は指揮者(色を読み上げる) 

・Pepper の指示に合わせて演奏する 

・他の人は歌を歌う 

15
分 

C 

自信 

S 

満足

感 

④合奏（曲名：つき） 

・3 人 1 組になる 

・1 人はレバー，もう 1 人はピック，もう

1 人は指揮者(色を読み上げる) 

・Pepper の指示に合わせて演奏する 

・他の人は歌を歌う 

3.3 ロボットの役割 

本プログラムでは，コミュニケーションロボット

である Pepper を主に活用した．Pepper の役割は，ア

クティビティの説明係と，合奏時の全体指揮係を担

当させた． 
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Pepper は指定した曲を歌う機能が搭載されていな

いため，同じくコミュニケーションロボットのロボ

ホン（SHARP 社）とスマートスピーカーのアレクサ

（Amazon）を補助役として採用し，曲を流すことで

合奏する曲の確認を行った．さらに，指揮者として

Pepper が色を指示し，そのタイミングにあわせてレ

バーを指示された色のところに倒すことで合奏が成

り立つように設計した(図 1)． 

 

4. 実践 

4.1 実践の概要 

今回のプログラムは，2018 年 10 月 31 日(水)と 11

月 1 日(木)に開催された脳いきいき教室に参加した

65 歳以上の男性 21 名，女性 58 名の計 79 名を対象

に 2 日間に分けて行った．参加者は教室開始前に認

知症スクリーニング検査（MMSE 検査）を受けてい

る．認知症疑いとされる 23 点を下回る高齢者はいな

かった．教育プログラムに沿って，スライドを映写

しながら Pepper が①ブンネ楽器の紹介と説明を行

い，②演奏する曲の紹介ではアレクサが曲を流し，

ロボホンが歌うようにした．③と④の演奏では，

Pepper の指揮にあわせながら 3 人 1 組(図 1･右)で演

奏し，楽器を持たない参加者とロボホンと一緒に歌

ってもらった．なお，すべての参加者が楽器を演奏

できるように演奏は交代して繰り返した． 

 

 
図 1.ギター練習をする高齢者と 3 人 1 組の図 

 

4.2 実践の結果 

教室終了後に，参加者に対して無記名自記式アン

ケート調査票により，評価を行った（表 2，図 2）． 

 

 
 

 
図 2 使用ロボットの機能評価 

 

5. 考察 

アンケート結果から，楽器を簡単に合奏できたこ

とや，複数のロボットと直接触れ合えたことで満足

度が向上し，参加高齢者の意欲の増加に繋がったと

考えられる．一方で，ロボットの身振り手振りや反

応が人間よりも遅いため，ロボットに対する印象が

下がってしまったという意見も得られたため，参加

者が不満を持たないように各ロボットの反応速度の

違いを考慮し，やり取りに間があかないようなプロ

グラムを開発する必要があることが分かった． 
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とても 少し あまり 全く

楽しかった 54 19 4 0

明るい気分になれた 61 16 2 0

笑顔が増えた 53 23 3 0

手や体を動かせた 44 28 5 0

他の人と一緒に話せた 42 32 2 0

また参加したい 57 18 2 0

今日のことを誰かに話そ

うと思う
55 22 1 0

ギターは弾きやすかった 34 33 9 0

演奏した曲は弾きやす

かった
33 35 7 0

無回答を除く

ｎ=79(人）

印

象

参

加

難

易

度

表2　プログラムに対する参加者の評価　
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